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社会福祉法人 プシケおおた事務局 

〒144-0051 東京都大田区西蒲田 4-4-1 

TEL：03-5700-6352 
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◆法人の理念◆  
「一人ひとりの”ちから”を信じ、当事者の思いを実現する。」 

～私たち（プシケおおた）は、関わる人・機関が持っている力とその可能性を信じ、

当事者の「こうしたい、こうありたい」という思いの実現に向かって行動します～ 

◆運営方針◆ 職員行動指針； 

① 当事者中心 ② 自己決定 ③ 権利擁護 ④ 啓発 

⑤ 協働 ⑥ 創造 ⑦ 研鑽 ⑧ Win-Win 

2023 年  巻頭言  
プシケおおた 理事長 廣瀬 達志(たつゆき)

 

明けましておめでとうございます。 

 昨年は引き続きコロナ感染の拡大が繰り返される中、プシケおおたも各場面で影響を受けました。これに対し

てはリスクマネジメント委員会でまとめた方針に添って対策を講じ、事業の推進を図ってまいりました。 

 この件につきましては、本年も職員全員が可能な限りの予防と対策を徹底し、利用者の皆様のご協力を得なが

ら事業を進めていくつもりです。 

 さて、プシケおおたは現在、相談支援事業所・地域活動支援センターⅠ型・生活サポート事業・共同生活援助

（グループホーム）・地域生活安定化支援事業・就労継続支援Ｂ型（配食サービス）等の各事業を主に４カ所の

事業所で推進しており、事業執行につきましては、国等の基準に基づき、各個別事業・事業所ごとの事業展開を

行い、収支決算を行っております。 

 以上のような事情から、個々の事業所ごとに責任執行の様な傾向があり、事業所ごとに事業種別が異なるた

め、各事業所の損益にもかなりの差が生じております。これに対して法人としては過不足を調整して決算上の収

支バランスを取って運営しております。 

 法人としての組織運営は従前から各事業所の補完的業務として最低限の調整業務を執行しておりましたが、組

織が大きくなり、課題も複雑かつ拡大してきている状況に応じて、法人の統一性を維持強化するために法人経営

の管理業務を専門的に行っていく必要が生じてきております。 

2021 年度の中途からこれらの課題を検討するために法人の「あり方検討会」を発足しましたが、2022 年 4 月

から一部組織改正を行い、総務担当機能の強化と新部門である企画担当を設置しました。担当職員は事業所業務

との兼務で業務量は増えましたが、法人全体の意思決定機関の補完的業務を担い、法人の将来を見据えて法人の

在り方を検討する作業を担っています。 

障害者支援を担う法人の理念をどのように実現化させていくのかという課題をベースに企画担当の論議として

は財務分析、人材育成などが議論されました。また、「在り方検討」の作業として組織や事業の在り方について

の全職員の意見のアンケート集約を進め、具体的作業課題としては当面、計画相談とセンター機能の検討や他法

人へのリサーチ訪問などが着手されています。 

また、施設の老朽化への対応、情報の受発信の検討、コミュニケーションの在り方検討や働き方改革等の検討

や、新規事業の可能性の検討等がメニューに上がってきています。 

昨年 12 月には中間的なまとめの資料提出がなされ、職員全体会議が開かれて意見交換が行われました。 

 これらの組織的な取り組みは未だ実験的なところもありますが、プシケおおたは現在、敢えて課題提起をしな

がら職員全体で話し合い、意見を積み重ねながら方向を定めていくと言う方法論に挑戦しています。これを進め

ることで職員相互の理解や信頼が高まることや、個々の職員の自覚や主体性が高まり、ワーク＆ライフのバラン

スの取れた能力開発と支援観の確立が進むことも期待しています。 

 プシケおおたが今後も社会変化に対応しながら地域社会の中での貢献を持続できるように、力強いチーム作り

を目指して頑張っていきたいと思っております。本年も引き続き皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

mailto:psyche-ota@mbj.nifty.com
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ハロウィンを行いました 

こうじや生活支援センターでは 10月 29日にハロウィンを行いました。 

正面玄関を飾りつけし、来てくれた子どもたちにお菓子とおもちゃを配りました。 

保護者の方など含め、大人 9人・子ども 16人に参加していただきました。 

コロナ禍以降、地域交流事業（もちつき交流会やプラバン作りなど）をなかなか行えませんでした。 

今回のハロウィンでは対策として直接触れないマジックアームを使うことや、密にならないよう玄関前で行

いました。 

感染者数など状況を見ながらではありますが、工夫をしながら、来年度も地域に住んでいる皆さまともイベ

ント・行事を行えたらいいなと思っています。 

クリスマス音楽会 
こうじや生活支援センターでは 12/24にクリスマス音楽会を開催しました。 

手話サークルのメンバーさんが中心になって『見上げてごらん夜の星を』を

手話歌で発表し、メンバーさん・職員がギターとピアノでクリスマスや冬に

ちなんだ曲、『諸人こぞりて』や『きよしこの夜』『ホワイトクリスマス』な

ど計 11曲を演奏しました。 

クリスマス会をむかえるにあたり、クリスマスツリーやフリースペースの飾

りつけなどの準備をし、演奏者のみなさまは当日までに練習を重ねてくださ

いました。 

おかげさまで、暖かく穏やかな時間が流れるとても素敵な音楽会になりまし

た。 

また、メンバーさんが描いてくださったイラスト(投稿コーナーにて掲載)を

クリスマスカードにして、参加されたみなさまにお渡ししました。 
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クッキングワーク街の駅では 2022 年 9 月から毎週水曜日 13 時～15 時の間にパウンドケーキの

店頭販売を行っています。 
1 切れ 100 円で種類はプレーン、コーヒーマーブル、抹茶、シナモン、紅茶、ジャムの中から毎

回 3 種類販売しています。プレーンの試食もできます。 

販売員を務めるメンバーさんもお客様が来てくれると嬉しそうに接客しています。 

多くのお客様に来ていただき、毎週完売しています。 

パウンドケーキの店頭販売を足掛かりにお弁当の店頭販売もできればと検討しています。 

 

設立から 8年経ちました。なかなか理解が進まない精神障害者理解の場として、カフェを開き、そこにスタッフとし

て働く精神障害者を見て接して、正しく理解してもらう目的で開所しました。来店される方々は近所のお年寄りがおお

く、キッチンで働く障害者には「ゆっくりでいいよ」「おいしくできたね」など、あたたかな言葉かけをいただき、緊

張していた障害者もゆったりした雰囲気で仕事ができているようです。 

 社会福祉協議会から「車椅子ステーション」の委託をうけ、地域の人に喜ばれています。また、地元の商店街の行事

で毎年おこなわれていますクリスマスイベントの会場として活用されたり、最近ではフードドライブの物品の保管箱の

設置や高齢者のためのスマホ相談会などを行いました。 

日ごろの活動が評価され、表彰されました。「おおたみんなのつどいプロジェクト」から、笑顔大賞をいただきまし

た。コロナ禍で思うような活動ができずにおりましたが、このように表彰され、スタッフ一同元気をもらい、「ＣＳに

しかまた」がさらに多くの地域の方々のお休みどころとして、利用いただけるように頑張っていきたいと思います。 

（運営委員会 代表 川﨑洋子） 

作 みぞぐちさん 
クリスマスカードにさせていただきました 
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プシケおおた賛助会費を 2022 年 8 月 4 日から 2022 年 12 月 19 日迄に納入して頂いた方(敬称略) 

個人会費；48 名 

  💛心より御礼申し上げます。コロナ禍ですが、ご健康とご多幸を祈念申し上げます💛 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体会費；３ 団体 

 
入会のご案内；

プシケおおた賛助会は、社会福祉法人プシケおおたの運営の維持・発展のために支援協力することを目的

として活動を行っています。当会の趣旨にご賛同いただける方の入会をお待ちしております。会費は年間

1 口 2000 円からで、何口でも可能です。入会を希望される方は、下記口座に会費をお振込みください。 

       郵便振替  口座番号 00150-5-663423 加入者名 プシケおおた賛助会 

賛助会だより  

第 15回「心の、あけぼの展」 

あけぼの会では、毎年「心の、あけぼの展」を開催しております。 

大田区在住で精神疾患をお持ちの方、大田区内の精神科病院・デイケア・福祉施設等をご利用の

方の作品を展示します。 

展示する作品は絵画・写真・書・手芸品・文芸作品「俳句・短歌・詩」・立体作品などです。 

多くの方々にご来場していただければと思います。 

開催日時：2023年 2月 21日（火）9時～2月 26日（日）15時まで 

開催場所：大田文化の森 １階展示コーナー 

編集後記； 

 毎日寒く、冬に入ってからの光熱費が恐ろしいほど膨らんでいます。 

できるだけ低コストに、簡単に身体を暖められるものは何かと考えた時、頭寒足熱という言葉があることを

思い出し、この冬にスリッパを新調しました。 

家に帰るとすぐにスリッパに履き替えて、お茶を飲みながらゆったりテレビを見て過ごすことが専ら帰って

からのルーティーンになり、寒い中でも暖かく過ごせています。 

寒い日は続きますが、お身体に気を付けてお過ごしください。       （戎野） 


